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議長   ただ今から、令和８年第３回新富町農業委員会定例総会を開会いた

します。本日の出席者は農業委員８名、農地利用最適化推進委員７名で

あります。定足数に達していますので総会は成立しております。 

 

議長   ２月定例総会以降における業務報告につきましては、お手元に配布

のとおりです。ほかに報告事項があれば事務局の説明をお願いします。 

 

事務局  （報告事項を報告） 

 

議長   この件について質問等はないですか。 

 

議長   それでは質問もないようですので、この件については終わります。 

                                          

 

議長   日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員に、７番 太田 茂委員、８番 鬼塚眞理子       

委員を指名いたします。 

                                        

    

議長   日程第２ 会期の決定の件を議題といたします。 

お諮りします。本定例会の会期は本日 1日間としたいと思いますが、

異議ありませんか。 

 

（異議なし声あり） 

 

議長   異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日 1 日間と決定

いたしました。 

                                      

 

議長   それでは、議事に入りたいと思います。 

     日程第３ 議案第 12号「農地法第３条の規定による許可申請承認に 

ついて」を議題といたします。 

 

議長   その１について、現地調査の報告を含め事務局に説明を求めます。 

 

事務局  その１についてご説明いたします。 

譲受人は■■■■さん、譲渡人■■■■はさん、申請地は大字上富田



字■■■■■■の畑で 323 ㎡及び大字上富田字■■■■■■の田ほか

２筆の計 1,957 ㎡で、４筆合計 2,280 ㎡です。所有権移転の経営規模

拡大で 10a あたり■■円の対価額は■■■■円となっております。な

お、取得後は水稲等を作付けするとの事です。 

次に、現地調査についてご報告いたします。事務局にて現地を確認し 

た結果、管理されており、耕作に問題のない土地でした。説明は以上で 

す。 

 

議長   担当委員の補足説明はないですか。 

 

倉永   ありません。 

 

議長   次に、その２について現地調査の報告を含め事務局に説明を求めま

す。 

 

議長   それでは、その２についてご説明いたします。 

     譲受人はその１番と同じ■■■■さん、譲渡人は■■■■さん、申請

地は大字上富田字■■■■の田で 519 ㎡です。所有権移転の経営規模

拡大で、10a あたり■■■円で対価額は■■■■円となっております。

なお、取得後は水稲を作付けするとの事です。 

 次に、現地調査についてご報告いたします。事務局にて現地を確認し 

た結果、管理されており耕作に問題のない土地でした。 

 

議長   担当委員の補足説明はないですか。 

 

倉永   ありません。 

 

議長   次に、その３について現地調査の報告を含め事務局に説明を求めま

す。 

 

議長   その３についてご説明いたします。 

譲受人は■■■■さん、譲渡人は■■■■さんです。申請地は大字新 

田字■■■■の 269㎡です。所有権移転の経営規模拡大で、10aあ 

たり■■■■円で対価額は■■■■円になります。なお、取得後は水稲 

を作付けするとの事です。 

 次に、現地調査についてご報告いたします。事務局にて現地を確認し 

た結果、代かきがされてあり耕作に問題のない土地でした。説明は以上 



です。 

 

議長   担当委員の補足説明はないですか。 

 

長友保  ないです。 

 

議長   次に、その４について現地調査の報告を含め事務局に説明を求めま

す。 

 

議長   その４についてご説明いたします。 

     譲受人は■■■■さん、譲渡人は■■■■さん、申請地は大字新田字 

■■■■及び■■■■の田で合計 4,093 ㎡です。所有権移転の経営規

模拡大で、10aあたり■■■■円で対価額は■■■■■■円となってお

ります。なお、取得後は水稲を作付けするとの事です。 

 次に、現地調査についてご報告いたします。事務局にて現地を確認し 

た結果、代かきがされており耕作に問題のない土地でした。説明は以上 

です。 

 

議長   担当委員の補足説明はないですか。 

 

長友保  ないです。 

 

議長   次に、その５について現地調査の報告を含め事務局に説明を求めま

す。 

 

議長   その５についてご説明いたします。 

     譲受人は■■■■さん、譲渡人は■■■■さん、申請地は大字新田字 

■■■■■■■■の畑で 338㎡です。所有権移転の経営規模拡大で、無 

償譲与となっております。なお、取得後は大根を作付けするとの事です。 

 次に、現地調査についてご報告いたします。事務局にて現地を確認し 

た結果、現状は一段低い土地で竹が繁茂していますが、整地して隣接の 

農地と一体的に耕作するとの事です。説明は以上です。 

 

議長   担当委員の補足説明はないですか。 

 

仲原   ありません。 

 



議長   次に、その６について現地調査の報告を含め事務局に説明を求めま

す。 

 

議長   その６についてご説明いたします。 

     譲受人は■■■■さん、譲渡人は■■■■さん、申請地は大字下富田 

字■■■■の田で 1,137㎡です。所有権移転の経営規模拡大で、10a 

あたり■■■■■円で対価額は■■■■円となっております。また、 

申請地は都市計画区域内の第３種農地になります。なお、取得後は水稲 

を作付けするとの事です。 

 次に、現地調査についてご報告いたします。事務局にて現地を確認し 

た結果、作付けには問題のない土地でした。説明は以上です。                                         

 

議長   担当委員の補足説明はないですか。 

 

前田   ありません。 

 

議長   次に、その７について現地調査の報告を含め事務局に説明を求めま

す。 

 

議長   その７についてご説明いたします。 

     譲受人はその６と同じ■■■■さん、譲渡人は■■■■さん、申請地 

は大字下富田字■■■■■の田で 710㎡です。所有権移転の経営規模 

拡大で、10aあたり■■■■円で対価額は■■■■円となっておりま 

す。また、申請地は都市計画区域内の第３種農地になります。なお、取 

得後は水稲を作付けするとの事です。 

 次に、現地調査についてご報告いたします。事務局にて現地を確認し 

た結果、作付けには問題のない土地でした。説明は以上です。                                         

 

議長   担当委員の補足説明はないですか。 

 

前田   ありません。 

 

議長   次に、その８について現地調査の報告を含め事務局に説明を求めま

す。 

 

事務局  その８についてご説明いたします。 

     借受人は新規就農者で■■■地区の■■■さん、貸渡人は■■■■ 



さん、申請地は大字新田字■■■■■■■■及び■■■の畑で合計 

12,406 ㎡です。賃貸借権設定で、賃料は 10a あたり■■円で年間■■

円となっております。なお、取得後は甘藷を作付けするとの事です。 

 次に、現地調査についてご報告いたします。事務局にて現地を確認し 

た結果、甘藷が作付けされており耕作に問題のない土地でした。説明は 

以上です。 

 

議長   担当委員の補足説明はないですか。 

 

新恵   ないです。 

 

議長   ただ今、説明が終わりましたが質問等はないですか。 

 

猪俣   ６番、７番の議案の金額があまりにも高いでので説明して頂きたい

です。 

 

事務局  説明にもあったとおり、こちら第３種農地の場所で、■■■■■の■

■が譲受人になります。以前、転用が出た所の隣接地になっていて、将

来的に規模拡大で拡げるということです。 

 

猪俣   あとの目的があるんですね。 

 

事務局  ありますけど、耕作は行ってくださいと指導しています。 

 

猪俣   これ水稲作るだけだったら、あまりにも高いからですよ。 

 

事務局  以前は、耕作もされていた経験もあって、機械も持ってらっしゃるそ

うなんで作付けはするみたいです。 

 

議長   ほかに質問等はないですか。 

 

議長   それでは、質問もないようですので採決いたします。 

議案第 12号について、承認される方の挙手を求めます。 

 

議長   挙手全員ですので、議案第 12号については申請どおり承認されまし

た。 

                             



議長   次に、議案第 13 号「農地法第 18 条第１項の規定による許可申請に

ついて」を議題といたします。 

 

議長   それでは、議案 13号について説明を求めます。 

 

事務局  議案第 13号についてご説明いたします。 

     今回、議案として上程するのは、新富町大字日置■■■■■に在住 

していた、耕作者：■■■■氏の農業経営基盤強化促進法による貸借 

権の契約解除についての案件になります。４ページに対象者一覧表を 

添付していますので、そちらをご確認ください。■■氏は■■■地区 

にて所有地及び借入地合計 58筆 87,515.26㎡にて営農していました 

が、農地を借り受けている所有者に告げず、令和７年 11月頃に県外へ 

転出していました。それ以降、家族や所有者が電話をするも連絡が取 

れず、事務局でも文書を送付しましたが、現在でも応答がない状態で 

す。借りていた農地の状態については、事務局が認知したところでは、 

昨年 11月以降、管理がされておらず、見兼ねた所有者が自ら管理を行 

っている農地も見られます。また、一部所有者から、聞き取りしたとこ 

ろでは、賃料の未払いもあるようです。以上のことなどから、合意解約 

ができず今後の耕作も見込めないため、遊休農地化を防ぐ観点から、 

契約解除により新たな耕作者に農地を繋ぐことが、重要と考えており 

ます。 

 契約解除の手続きといたしましては、通常であれば宮崎県が許可権 

者となるため、転用申請等と同様に所有者から解除の許可申請書を提 

出して頂いたのちに、総会にて審議後、県に進達します。進達後、県が 

宮崎県農業会議の常設委員会に諮り、意見を聴取したうえで許認可の 

判断が降りるというような流れになっています。 

 本議案の目的としては、所有者が多数に上りますので、申請書が順 

次提出されることが予測されるため、提出毎に総会議決や県への進達 

を行うと、解除の手続きに時間がかかるということが考えられること 

から、解除の理由が町内におらず県外に転出したという共通かつ明ら 

かであることを踏まえまして、申請書の提出の都度、会長専決によっ 

て進達を行い、後日総会にて報告することへの承認を求めるといった 

内容のものの議案になります。説明は以上です。 

 

議長   今回の案件については、通常の転用等の現地調査と異なり、地元委員

にも現地調査に参加いただきました。よって、現地調査の結果報告及び

補足説明を井﨑委員からお願いします。 



議長   ５番 井﨑 誠委員 

 

井﨑   ５番井﨑が報告いたします。農地の状況については、概ね説明のとお

りです。現地調査においても所有者に管理されている農地、そのままに

なっている農地それぞれ見られました。年内の内は本当に手が付けれ

ない状態になっていたんですけど、先ほど説明があったようにけっこ

う今日見た所は良くなっておりました。次の準備の形で始まっており

ました。家の周りの方も見たんですけど、家の方もそのままの状態にな

っておりまして、誰かいるような状態ではなかったです。以上です。 

 

出口   次に耕作する方が決まっている場所があるんですか。 

 

事務局  まだはっきりとは決まってないです。申請が出た段階でと思ってい 

ます。 

 

出口   もしこれが空きましたとなった時に、どこかに通達して借りてくだ

さいとするのか、どんな風になるんですか。結構な面積ですよね。 

 

事務局  申請が出た段階で意向をお聞きして、もしどなたか候補者がいらっ

しゃるんでしたら、正式に中間管理で契約をするような流れで、農地

管理課を入れてお話をしようかと思っています。 

 

中山   契約をちゃんとしとかないとですね、そういうことになったらいか

んし。 

 

議長   とにかく地主さんからの解約届が出てこないとどうにも動けないと

いうことですので、通知を出して、その結果でその都度報告したいと思

います。 

 

猪俣   今のやつで私も現地を見に行った時に、■さんのところですよ。あの

ところだけは他の圃場としたときに、他の圃場は地主さんが維持管理

されているところもあったし、まだ今だったらロータリーをかければ、

借りる人が見つかればいいんですけど、■さんのとこだけはここ２年

位放置されたまんまだからちょっと次の人を見つけるのは大変だろう

と思います。それと事務局の方からあったんですけど小作料金を払っ

ているかどうかも分からない状態だから、ここを見た時に一番ひどか

ったんですよ。実質言って見に行ったときに、ここだけはどうにかして



やらないと考えたんですよ。じゃないと■さんが次の人を探すといっ

ても今の現状ではモア入れて草を切ってやらないと、この現状のまま

ではとても、田に復帰という形にもならないんじゃないかなと。だか

ら、本当からいうと耕作者ががちゃんとしてくれればいいけど、こっち

のほかのところも全部、畑でマルチやコンテナなどがそのまましてあ

るところもあったんですけど、まあ畑にもなるところだからいいんで

すけど、■さんのところだけはどうにかしてやらないと、近くで誰か重

機でちょっとしてやらないと手がいるかなと思っているとこです。 

 

事務局  産業振興課にも情報提供していて、去年もあったんですけど草地開

発事業がもし付けば一番いいかなと思っているところです。 

 

猪俣   じゃないとここが一番大変だと思っているから、事務局の方でまた

よろしくお願いいたします。 

 

議長   ほかに何かないですか。 

 

出口   本人が所有している農地はどうなるんですか。 

 

事務局  どうなるかわかりませんが、抵当権が入っているのではないかと。 

 

出口   根抵当が入っていると、また抵当をどこがとるか。多分、農協が取っ

た時にどうかせんとまた荒れるだけですよね。 

 

事務局  管財人が立って処分するのかなあと思います。 

 

議長   とにかく本人さんが電話連絡でもしてくれれば進めようがあるんで

すけど、誰が電話しても応答がないもんだから。一つは土地改良区の問

題もあるんですけど応答がないもんだからどうにもならないです。 

 

議長   ほかに意見はありませんか。 

 

議長   それでは、意見もないようですので採決します。 

議案第 13号について承認される方の挙手を求めます。 

 

議長   挙手全員ですので、議案第 13号については承認されました。したが

いまして、提出毎の会長専決にて県に進達することといたします。 



                            

 

議長   次に、議案第 14号「農用地利用集積等促進計画案（所有権移転）つ

いて」を議題といたします。 

 

議長   それでは、その１の所有権移転について関係委員の説明を求めます。 

 

     16番 出口幸一郎委員 

 

出口   16 番出口が申請番号１について説明します。買受申出者は■■地区

でミニトマトを作っている■■■■さん、渡し人が大字日置■■■番

地の■■■■さん、所在地が日置■■■■■■■で 606㎡になります。

10aあたり■■■円で対価額が■■■■円、公告予定日が令和８年３月

27 日になります。あと隣の隣接する農地を買い上げてハウスを増設す

る予定とのことです。こちらは井﨑委員との共同あっせんです。以上で

す。 

 

議長   次に、その２の所有権移転について関係委員の説明を求めます。 

 

 10番 猪俣 忠委員 

 

猪俣   10番猪俣が２番について説明いたします。譲渡人が大字新田■■■ 

■■の■■■■さんで買受申出者が■■■■さんと■■■■さんで２ 

名いらっしゃいます。申請地が新田■■■■■■■の田で 450㎡、新田 

■■■■■■■の畑で 2,862㎡合計 3,312㎡です。10ａあたり■■■ 

円ですけれども、■■さんの分が■■■■円で■■■■■さんの分が

■■■■円です。公告年月日が本日ですけど、通常だったら 30万円 

か 35万円なんですけれども、芳野委員との共同あっせんで話をしてい 

たんですけど、■■さんの方から若干、色を付けてくれないかというこ 

とでどんどん吊り上がって結局こういう金額になりました。 

 あっせんの中で買う人譲渡する人で初めてこういうことになったん 

ですけど、通常相場でいいんじゃないかと話があったんですけど、若干 

売る人の方がもうちょっともうちょっとということでどんどん上がっ 

て。買受人の方がそれでもいいですよということで新田地区の中では 

若干高くなったというのが報告です。こちらは芳野委員との共同あっ 

せんです。 

 



議長   次に、その３の所有権移転について関係委員の説明を求めます。 

 

 13番 倉永英生委員 

 

倉永   13番倉永が申請番号３番の説明をいたします。所在については、大 

字上富田■■■■で現況が田です。面積については 3,027㎡です。 

譲渡人が大字上富田■■番地の■■■■さん、買受申出人が■■■■ 

■さんで■■さんと同じ地区在住の方です。現在該当する田の耕作を 

行っております。10a が■■円ということで対価額が■■■■円です。 

太田委員との共同あっせんです。以上です。 

 

議長   次に、その４の所有権移転について関係委員の説明を求めます。 

 

 ２番 前田章男委員 

 

前田   ２番前田が４番について説明いたします。譲渡人が大字下富田■■ 

番地の■■■さん、買受申出者が■■■■さんです。所在が下富田■■ 

■■の 2,370㎡で対価額が■■■■円で 10aあたりが■■円となって 

おります。こちら長友嘉美委員との共同あっせんとなっております。以 

上です。 

 

議長   次に、関連がありますのでその５及びその６の所有権移転について 

関係委員の説明を求めます。 

 

 ２番 前田章男委員 

  

前田   ２番前田が５、６番の説明をいたします。譲渡人が■■■■■さんで 

買受申出者が■■■■さんと■■■■さんです。所在地が下富田■■ 

■■■ほか２筆で計３筆の対価額が■■■■円の 10aあたり■■■■ 

円で、■■さんが買う■■■■■■■が 10aあたり■■円、■■■■ 

と■■■が 10aあたり■■■円となっております。また、６番のこちら 

も買受申出者は一緒で■■■■さんと■■■■さん、譲渡人が大字下 

富田■■■■■■の■■■■さんです。所在地が下富田■■■■ほか 

２筆で合計３筆で 7,711㎡です。こちらの■■■■■が 10aあたり■ 

■円で、■■■■■が 10aあたり■■■円となっております。それと、 

■■■■さんの■■■■が 10aあたり■■■■円で、合計 10aあたり 

■■■■円の対価額が■■■■円となっております。この■■の■■ 



は周りよりちょっと低いんですが、土地的に排水がものすごく悪くて 

中々水が抜けないということで、なんとか条件が悪いので下げてくれ 

ないかということでこの価格になりました。申請番号５番６番ともに 

長友嘉美委員との共同あっせんです。以上です。 

 

議長   次に、関連がありますのでその７からその９の所有権移転について

関係委員の説明を求めます。 

 

 ２番 前田章男委員 

 

前田   ２番前田が申請番号７、８、９についてまとめて説明いたします。 

     買受申出者がすべて■■■■さんです。所在地が下富田■■以下８ 

筆です。譲渡人は 7番が■■■■さん、８番が■■■■さん、９番が■ 

■■■■さんです。7 番が 10a あたり■■円の対価額■■■■■■円。 

８番が 10aあたり■■円の対価額■■■■■円。９番が 10aあたり■ 

■円の対価額■■■■円となっています。申請番号７、８、９すべて長 

友嘉美委員との共同あっせんとなっております。以上です。 

 

議長   ただ今、議案第 14号について説明が終わりましたが質問等はないで

すか。 

 

議長   質問等はないですか。 

 

議長   それでは、質問もないようですので採決いたします。 

議案第 14号について承認される方の挙手を求めます。 

 

議長   挙手全員ですので、議案第 14号については承認されました。 

                               

 

議長   次に、議案第 15号「農用地利用集積等促進計画案（貸借権設定）に

ついて」を議題といたします。提案理由について事務局の説明を求めま

す。 

 

事務局  提案理由についてご説明いたします。議案第 15号農用地利用集積等

促進計画案につきましては、農地中間管理事業の推進に関する法律第

18条第 11項の規定に基づき、農用地利用集積等促進計画を定めるべき

ことを農地中間管理機構に対して要請するために議案として上程する



ものでございます。以上です。 

 

議長   それでは、その 1からその 29まで一括して事務局に説明を求めます。 

 

事務局  議案第 15号についてご説明いたします。 

     農地中間管理事業の祇園原地区ほか、個別案件で、賃貸借 24件、使 

用貸借５件の合計 29件になります。以上、説明とします。 

 

議長   ただ今、議案第 15号について説明が終わりましたが質問等はないで

すか。 

 

議長   質問はないですか。 

 

議長   それでは、質問もないようですので採決いたします。 

議案第 15号について承認される方の挙手を求めます。 

 

議長   挙手全員ですので、議案第 15号については承認されました。 

 

                            

 

議長   つぎに、議案第 16号「遊休農地調査に基づく非農地判断の承認につ

いて」を議題といたします。 

 

議長   それでは、事務局に説明を求めます。 

 

事務局  それではご説明いたします。昨年の 8月 19日から 22日にかけて農 

地パトロールを行いました。その中で非農地判定となりうる農地につ 

きまして、担当班の方で確認して頂きましたので承認をお願いしいい 

たします。 

     今回、非農地判断を承認していただくのは、議案書 18 から 21 ペー

ジの１番から 11 番に挙げております、畑 17 筆 17,128 ㎡及び田７筆

3,419 ㎡、採草地１筆 1,995 ㎡の計 25 筆で計 22,542 ㎡となります。

（モニターにて現場の状況等を説明） 

     なお、判定の基準といたしましては、対象地が森林の様相を呈してい

るなど、農地に復元するための物理的な条件整備が著しく困難であり、

また、その土地の周囲の状況からみて、農地として復元しても継続して

利用することができないと見込まれる土地を非農地判断の基準として



おります。以上、説明を終わります。 

 

議長   ただいま議案第 16号について説明が終わりましたが、質問等はあり

ませんか。 

 

中山   この８番の■■さんの田んぼは養鶏のところからはいったところで

すか。 

 

事務局  そうです。 

 

中山   うちの畑から入って、以前、ダンプが相当入っていって土砂を入れ 

た所でしょう。そこは、私の家にも隣接する畑の持ち主さんのことで福 

岡の方から文書が来たんですよ。メガソーラーをここでやりたいと。私 

は全然知らなかったんですよ。なんでこんなだだっ広く埋めたのかと。 

■■さんの土地というのは知っていたんだけど。何を目的にこんなに 

埋めたのかなあと思ったんですよ。太陽光発電の許可申請を出してい 

ると。そして近直、説明会というか司法書士の方を連れて参りますので 

その時はよろしくお願いしますという文章が福岡の方から来たんです。 

そこの土地はそういう目的で埋め立てがされたということですね。 

 

中山   相当な台数が来て、谷を埋めたですもん。 

 

井﨑   その横を今度、また非農地で上がってきたんですね。 

 

中山   田んぼとか作る様な所じゃなかったです。谷間で山の水で。昔は道

があってそれから追分の方に道があって行けて生活道だったです。 

 

議長   結局、ソーラーを作ろうというころはまだ農地の状態です。 

 

議長   ほかに質問等はないですか。 

 

議長   それでは質問もないようですので、採決します。 

     議案第 16号について、承認される方の挙手を求めます。 

 

議長   挙手全員ですので、議案第 16号については承認されました。したが

いまして、非農地通知書を関係各所に送付いたします。 

                            



議長   つぎに、議案第17号「令和８年度最適化活動の目標設定等について」

を議題といたします。 

 

議長   議案の内容について事務局の説明を求めます。 

 

事務局  それでは、議案第 17号についてご説明いたします。 

農業委員会による最適化活動の推進等について（ガイドライン）に基

づき、毎年、最適化活動の目標を定めることとされております。現時点

で、暫定の部分もございますが、議案のとおり作成しております。内容

について特に問題なければ、この内容で農業会議に報告し、その後、県

の確認を経て公表することになります。 

     それでは内容についてご説明します。22 ページにつきましては、委

員会と町内の農家・農地等の基本情報を載せています。こちらは、また

後日、県から最新の数値が来てから修正しますので、今回は令和７年度

と同じ数値を載せています。 

続きまして 23ページをご覧ください。こちらが農地集積と遊休農地

に関する事項になります。まず、農地集積についてですが、１の（１）

の①の現状及び課題については、現時点で産業振興課の調査報告が済

んでいませんので、昨年度と同様の数値を入れております。②が①の数

値を基に、県が定める集積率目標の 80％から逆算して出した目標面積

になっています。 

 続きまして、（２）の遊休農地の解消のところでございます。こちら 

は８月の農地パトロールの内容を基に、新規発生面積の約３haと見込 

んでいまして、解消面積及び非農地判断面積を相殺し、県への遊休農地 

報告で最終的な数値が出ますので、公開の際に修正させていただきた 

いと思います。②の目標のところですが、アの項目については過去の調 

査内容に基づくものですので、こちらの数値は変更ありません。イが解 

消目標になりますが、こちらは 1 haとさせていただいています。 

     続きまして、24ページをご覧ください。（３）①の新規参入の項目は

令和７年度の実績を載せています。課題につきましては、土地利用型農

業の耕作者確保等について触れております。（３）②につきましては、

令和７年度の総会で審議した、権利移動の総面積を記載しております。

今月の審議分はまだ算入しておりませんが、内訳を大体のところで申

しますと貸借約 189ha で、３条申請に関するものが約 27ha、中間管理

ですがあっせんで売買約 15haです。目標値は平均値から割り出した数

値になっております。 

最後に、２の最適化活動の活動目標のところです。（１）推進委員等 



が最適化活動を行う日数目標については、 本年度実績を考慮し、８日 

に据え置いています。（２）活動強化月間の設定目標については、農地 

パトロール等の遊休農地対策や、あっせんで残っているものの掘起こ 

しといった活動目標を載せています。（３）新規参入相談会への参加目 

標については、県主催の新規就農者相談会への参加目標を記載してい 

ます。説明は以上でございます。 

 

議長   ただ今、事務局からの説明が終わりましたがご意見等はないですか。 

 

長友保  あっせんの成功率はどのくらいですか。 

 

事務局  出せないことはないですけれども、今年が大体７割は行っていると

思います。 

 

長友保  なかなか買い手がいない。言えば借りた方が得じゃないという話に

なるんですよね。若い人が買えば年数があるからいいんですけど。もう、

買う人が 60歳とかになったら逆に借りていた方がましという事になる

んですよね。１万円ぐらいなら。値段を下げる訳にはいけないし。安け

れば買うという人もいるけど。作っている人が 70代だから買うという

意思はない。 

 

事務局  町の政策でも、個人経営は限界があると思うので会社化するとかで

すね、要は持続可能な取組にしていくとか検討していかないといけな

いんじゃないかなと言うところはあります。農林業センサスでいくと

農業者の数は過去最大の減少らしいので、あと５年先 10年先と言うの

もあるんですけどなかなかの部分もあります。 

 

猪俣   町の地域計画の中で出たんですけど、各地区で話が纏まっていない

ところもあるという話だったですけど、地域計画をしたところの中で

80％行ってるんですかね。 

 

事務局  行っていないです。 

 

猪俣   ５年 10年後には結局辞めて次の担い手に貸すというような話が地域

計画の中で出ているからですよ。それを集計した時に、耕作放棄地じゃ

ないけど借手のいない土地が結構でてくるんじゃないかなと思ったり

するんですよ。うちの柳瀬地区とか富田地区とかの区画整備されてい



るところはいいんですけど、新田西地区とか圃場整備がされていない

ところ今後、今からするような計画のところもあるんですけど、そうい

うところだと今から整備が進まない限りは今の現況でいくと。取得し

たいという人は結構いらっしゃるんですよ。それ以上求めても５畝と

か１反せまちとかしかないからですよ。求めたとしても筆数がものす

ごく多いんですよ。ところが整備されているところは、３反以上の整備

だから買ったとしても有効的に利用できるし、そんなに空きはないか

なと思っているんですけど、新田西地区の場合はまだ着工もされてい

なということになれば、今、結局担い手さんも少ないし耕作者自体が 60

代か 70代の方が今まだ個人で作られているという形で、その方達が担

い手に作ってくださいと言っても担い手さん自体も大型機械が導入で

きないから。そうなってくるとなかなか進まないと。そういうのがちょ

っとあるかなと思っています。今心配をしています。 

 

井﨑   農協もここ何年かで新規就農を進めない方向で、今の本部長がこの

間からずっと言ってて。結局新規就農で入ってこられて、保証がないの

に農協しか貸さないのに町とか県とか言われて貸しているんだけど相

殺できないままに辞められて。新規就農じゃなくて親元就農が増えて

くれるといいんだろうけどという様な話をしていて。やはり保証人が

いないというのが一番のネックだと言っていた。新規就農、新規就農と

いうけど進まないのはそこがあるんですよね。 

 

長友保  新規就農者は何年補助金もらえるんですかね。 

 

事務局  ５年です。 

 

長友保  やはり見ていて、無造作に投資していて払っていけるのかなと思う。 

    零からの出発だから、何も保証がないから。 

 

猪俣   融資を受けたとしても支払いがなかなか難しくなる。今、井﨑委員が

言った様に親元就農でやりながら自分で就農する前に広げていく形だ

ったらちゃんと元があるから、それだったら貸しても全然構わないん

ですけど、息子に譲ろうとするんだと、親子が一緒にやっているからで

すよ。ところが新規で入った方は全く農業のノウハウがない人が１、２

年の勉強とかそういう形できてやりたいと言っても面積を広げる訳に

はいけないですわ実質いって。それもあるし、国自体が規模拡大しなさ

いとかスマート農業やりなさいとかいい話がいっぱいあるんです。と



ころがそれに対して補助が何があるか明確にしてやるとか、今の農水

大臣がもう少し政策関係を。需要に応じた米を作りなさいとか言うけ

ど何万トン何ヘクタールという話なら分かるけど今水稲の話は全く出

ていないし、米は下げてくれ下げてくれというような形できているか

らですよ。それと今言ったように目先の５年 10年は見通せないという

から担い手を作ったとしても任せられない、預けられないというよう

な形ですね。大型機械を購入したけど支払が途中で途絶えたと、収入が

なくなったということになれば、なんぼ息子がいたとしても跡を継い

でくれよと言ったとしても息子に借金をやるような形になれば親とし

てもなかなか譲れないと。現況から少なめに作付けを減らしていこう

かとか返そうかというような形になっていくんじゃないかなと実質い

って今の状態でいったら。そういうのも市町村もだけど県知事とかも

確実に言うようにならないと。 

 

事務局  耕作者の方に投資をして欲しいですけど、今までは土地のことしか

言わないから農水省は。農地のことはよく言うんですけど。 

 

井﨑   法人になればお金貸しますよというけど、結局、法人になっても良い

話は聞かないんですよ。切り替えたい人達はいるんだけれど一歩も二

歩も後ずさりしている話もあるけど。やはりなった人たちは大変な面

があるとよねと逆に聞きている。 

 

猪俣   今、法人関係の会社を設立しても元金がいるし、結局それだけ面積が

増えれば結局雇用しないといけないから、今賃金がどんどん上がって

来ているからですよ。自分の収益と面積をどんどん広げていかないと

人件費を払う費用が生まれるから、法人を設立したとしても雇用人数が

20 人か 30 人位雇用しないと 30 ヘクタールか 40 ヘクタールとか施設

園芸とか考えたりしていかないと。周年で行かないと、施設園芸は周年

で作っているからいいけど水稲関係は１回転しかできなから畑作裏作

で何か作るという様な収益でいかないとまずできない。結局手広くや

ったとしてもなかなか今の状況でいったら物価高、だし人件費や燃料

費みたいに上がってくれば国がいくら補助したって１年あるかないか

だからですよ。経済成長して見通しつかなかったら、ただ単に法人を作

ろうかとかと言う形にしている人もいるんだけど、10年後 20年後まで

考えとかないとなかなか飛びついて作ろうかということもできないし。

誰か町内でこういう形で水田があれば誰か担い手が作ってやらないと

いけないなと思うですけど、なかなかそれにお前が作ってくれとかお



願いもできないし。どんどん厳しくなってくるような感じなんですよ

ね。 

 

議長   ほかにご意見はないですか。 

 

議長   それでは、意見もないようですので採決します。 

議案第 17号について承認される方の挙手を求めます。 

 

議長   挙手全員ですので、議案第 17号については承認されました。したが

いまして、町ホームページにて公表することといたします。 

 

                            

 

議長   以上で、令和８年３月 27日開会の第３回新富町農業委員会定例総会

に付議されました案件は、全て審議終了しました。 

これをもって閉会いたします。ありがとうございました。 

 

 

令和８年  月  日 

 

                    会  長            

 

                    署名委員            

 

                    署名委員            


